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地域を題材とした教材開発と連携、 

地域資源を活用した平和教育の国際的展開
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福山市立大学研究シーズ 

キーワード 
地域の歴史・文化を題材とした教材開発，幼児期から児童期の平和教育と世
界的展開，国際理解と交流（フランス語圏を中心に），保幼小連携，ESD 

該当するＳＤＧｓ

１  研究内容   

福山在住の広島原爆体験者から聞き取り作成した平和紙芝居と体遊びから折り鶴への展開、福山空襲を題材とした紙芝居

と歌、福山の民話紙芝居、福山城が見てきた 400 年の歴史をたどる紙芝居、福山地域の「青い目の人形」に関する教育資料

作成のほか、福山の伝統芸能「二上りおどり」で用いられる「四つ竹」をヒントにペットボトルを再利用した教具を開発するな

ど、生活地域の歴史・文化を子どもたちが体験的に学ぶことのできる教材・指導法開発を行う実践的研究を展開している。 

研究成果をもとに、地域では就学前教育から小学校への接続（保幼小連携）について 2012 年より市内全域を支援し、現

在も樹徳・久松台学区他で指導継続中である。研究成果は広く世界でも評価され（ESD アワード 2019 受賞）、ESD に関す

るスウェーデンの就学前教育指導書にも掲載されている。多様性理解のため、世界の子どもたちとの交流も支援している。 

２  連携可能性のある研究分野，又は，これまでの連携実績   

連携可能性のある研究分野 

・地域教材：地域資源を活用した教材開発（フィールドワークからの教材化）と発信

・平和教材：戦争体験者からの聞き取りとアーカイブ資料の作成、子どもたちへ証言の継承と多言語による発信

・学区の特性を生かした保幼小連携の推進（就学前教育からの接続）

・多文化：多様性理解を促進する保育・教育、多文化共生・国際理解教育の推進

・ESD（持続可能な開発のための教育）（環境、平和、教育分野）

これまでの連携実績 

＊福山市・福山市立大学連携事業「福山市の保幼小連携に関する研究」代表（2012～2018 年度）。 

＊地域資源の発掘と教材化（体験者からの聞き取り・現地調査に基づく平和教材・紙芝居開発、金江小学校と連携し「青い

目の人形」教育資料作成、等）。㊟平和教育研究は OMEP（世界幼児教育・保育機構）より「ESD アワード 2019」を受賞。 

＊福山市立保育所とフランスの公立保育学校との交流を援助、幼児期における多文化理解を促進（現在も継続中）。 

＊コロナ禍における非対面状況における教材開発（巨大折り鶴制作）とその実践（保育指導課と連携）→平和アピール展へ 

＊ばら祭テーマソング「心に咲く花」に手話ダンス振り付け（福山市立女子短大時代）→地域教材として毎年ばら祭で披露。 

＊「二上りおどり」の「四つ竹」をヒントに、ペットボトルを再利用した鳴り物「カッチンくん」を開発 

→二上りおどり大会では毎年福山市立大学連が「四つ竹」と「カッチンくん」を鳴り響かせ踊る（制作・踊り指導）

→子どもフェスティバルでは「カッチンくん」工作テントを運営 ㊟福山の伝統芸能「二上りおどり」を基に展開した教育プ

ログラム（福山市立女子短大）は、平成 19 年度文部科学省現代GP（現代的教育ニーズ取り組み支援プログラム）に採択 




